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SUMMARY : Blood concentrations of the vitamin B complex (B1， B2， B， and B12l were measured in healthy 
cows both during the lactation period and during the non-lactation period， and in calves from 1 to 20 days 

after birth to determine the appropriate does of B complex supplement for dairy cattle. In the lactating group 

(n~5) ， the concentrations of the 4 vitamins measured were (Mean土SE)51.2:t 1.2ng/ mO， 92.1士3.9ng/mO， 

37.8士1.7ng/mO， and 220.2士 16.3pg/mO ， respectively. In the non-lactating group (n~4) ， the 4 concentra 

tions were 39.5士3.3ng/ mO， 75.2 :t 4.6 ng/ mO， 42.6士2.2ng/mO ， and 406.8士48.1ng/mO， respectively. The 

levels of B1 and B2 were lower and the level of B12 higher than in the lactating groupωく0.05).In the newborn 

calf group (n~9) ， the 4 concentrations were 47.0士3.6ng/mO， 169.9:t 6.7ng/ mO， 4.1土0.2ng/mO ， and 357.4 

士44.2ng/me， respectivery. At 20 days after birth， they were 30.0土1.4ng/mO， 130.9士6.4ng/me ， 16.5士

0.6ng/ mO， and 230.4士 13.9ng/mO， respectivery. With the exception of vitamin B6， the level of the vitamin B 

complex decreased gradually in the postnatal period， On the basis of these data alone， it is difficult to deter-

mine supplemental doses of the vitamin B complex， but the data can be used as a reference in determining 

individual cases. 
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要約:乳牛のビタミンB群製剤の適正な補給を目的に、健康牛(泌乳中期および乾乳期)と新生子牛のビタミン弘、 B2、

弘、 B12 の血中濃度を測定した。泌乳中期群(n~5)では BI、 B2、品、 B12 の血中濃度は 5 1.2 :t 1.2ng/ mO、92.1士3.9ng/

mO、37.8土1.7ng/mO、220.2:t16.3pg/ mO、乾乳期群(n~4)では 39.5 土 3.3ng/ 減、 75.2 土 4.6ng/ 刷、 42.6 士 2.2ng/



94 佐藤基佳佐々木雄介望月均ほか

mB、406.8土48.1pg/mBで、泌乳中期群と比較して弘、 B2 で低値、 B12で高値 (pく0.05)を示した。新生子牛群(n~9)で

は、出生直後のビタミシBl、島、弘、 B12の血中濃度は47.0:!:3.6ng/減、 169.9:!: 6.7ng/ mO、4.1士0.2ng/減、 357.4

士44.2pg/mOで、生後20日目では30.0土1.4ng/mO、130.9:!: 6.4ng/ mO、16.5士0.6ng/mO、230.4土 13.9pg/mBを

示し、ビタミンB6を除くビタミンB群の血中濃度は生後漸減した。

以上の成績から飼養状況および個体の状況により血中濃度が異なるため、適正な補給に当たっては対象午のビタミン

B群の血中濃度を把握し、今回の測定値を参考として適量の薬用量の決定が必要であると考えられた。

キーワード:乳牛、予防、治療、ビタミンB群

はじめに

ビタミンE群を成分とする製剤は、主として欠乏症お

よび高カロリー輸液に伴うビタミンB群の消費促進に対

しての補給を目的として使用されているが [1、2]、ビタ

ミンB製剤の投与量は対象動物の血中濃度に反映され

るべきである。しかし、その血中濃度は各個体の飼養管

理状況、健康状態、泌乳時期等により変動することが予

想され、現状においてはその使用に当たづては至適量の

投与がなされていないと思われる。

乳牛のビタミンB群の血中濃度についての報告は少な

く、特に泌乳期別に比較測定した報告は現在のととろみ

あたらない。乳牛のビタミンB群の血中濃度値は一部

個々のビタミンB群の治療試験において、その血中濃度

が対照としての値の提示或いは投与前の値を提示してい

る程度で、主に投与後の免疫効果や泌乳量或いは増体量

等の値で検討されているに過ぎない[3-7]。

そこで著者らは、ビタミンB剤による治療および疾病

予防時の応用を行う上で、参考となる成乳牛の乳期別お

よび漸生子牛の血中濃度を明らかにするために、臨床的

に健康なホルスクイン種の搾乳牛、乾乳牛、新生子牛の

ビタミン弘、 B2、B6およびB12の血中濃度値を測定した

のでその概要を報告する。

材料および方法

1.供試牛

供試牛は、帯広畜産大学附属農場(以下農場と略す)に

てフリーストールで飼養中の臨床的に健康なホルスタイ

ン種経産牛で、泌乳中期5頭 (No.1-5、年齢 3歳5カ

月-4歳8カ月齢)、乾乳期4頭 (No.6-9、年齢 3歳4

カ月-7歳7カ月齢)、計9頭を用いた。

新生子牛は、平成13年7月3日から8月3日の聞に農

場で生まれた新生子牛9頭(雌)を用いた。

2 飼育状況

泌乳中期牛の飼料給与量は、配合飼料は最高で9kg(泌

乳量1kgにつき約0.38kg)，粗飼料はグラス+コーン(3:

2)サイレージ (201屯/day)を主体にグラスサイレージ

(ラップ)を自由採食とした。乾乳期午の飼料給与は粗飼

料量については泌乳中期牛の飼料と同様であるが、配合

f動物館京医学12ω 93-98，2003) 

飼料については無給与とした。

新生子牛は出生直後に初乳約211を投与後、個別にカ

ウハッチに収容し、ミルク日量約40を給与すると共に

ベレット状のスクーターを自由採食させ、加えて一週日

以降は乾草の自由採食の下で飼養された。

3.採血および試料の調整

経産牛は頚静脈より採血し、 EDTA2Na入り容器で採

血した全血をビタミンBlおよびB2測定用として、またビ

タミンB6およびB12測定用としては血清をそれぞれ凍結

(-20'C)保存した。

新生子牛は出生後1目、 4目、 10日および20日自にそ

れぞれ採血し、血液は経産牛と同様に処置保存した。

4 ビタミンB群の測定方法

ビタミンBlおよびB6濃度は、高速液体クロマトグラ

フィ一法 (HPLC法)を用い、カラムはWakosil1I 

5Cl8日G4.6申x250剛および，C18RS4.6申X250mm (和
光純薬工業K.氏、東京)を使用した。ビタミンB2濃度は

蛍光HPLC法を用い蛍光検出器一1080(日立製作所、東

京)と試薬はリポフラピンUSP(シグマ社、東京)によ

り測定した。ビタミンB12濃度は電気化学発光免疫測定法

(ECLEIA法)を用いエクルーシス 2010(目立製作所、

東京)と試薬はエクルーシスWビタミンB12(ロシュ社、

東京)により測定した [8]。

5 統計処理

統計学的処理に当たっては、成乳牛の泌乳中期と乾乳

期とのビタミンB群の測定結果の差異をMann-Whitney

のU-testを用いて比較し、 P<0.05を有意差ありとした。

新生子牛のビタミンB各群における測定期別の有意差検

定を一元配置分散分析 (Dunnetの方法)により実施し

た。

成 績

1 .泌乳中期牛の血中ビタミンB群 (Table1) 

1)血中ビタミンBl濃度

泌乳中期牛5頭の血中ビタミシBl濃度では、 NO.3の

l頭のみが50ng/mO以下の47ng/mOを示し、その平均

値は51.2士1.2ng/mB (以下、平均値土標準誤差)と大

きな個体差はみられなかった。
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Table.l 健康牛由血中ビタミンB群濃度

泌乳中期
ビタミンB群 No.l No.2 NO.3 
B， (ng( mU) 54 50 47 

s， (ng( mU) 92.5 83.8 87.8 

B. (ng( mI!) 39.3 37.1 43.6 

812 _(1?gL岬) 213 224 187 

泌乳日数 172 167 154 

年齢 4歳8カ月 4歳7カ月 4歳1カ月

乾乳期

ビタミンB群 No.6 NO.7 NO.8 

B， (ng( mI!) 32 36 45 

82 (ng!耐) 63.7 73.2 85.7 
86 (ngf m(}) 36.8 46.7 45.5 

81.2 (pgJ岬) 466 491 273 

乾乳日数 341 374 374 

年司齢 5歳2カ月 4歳3カ月 4歳1カ月

* 乾乳期に比較して有意に高値(P(0.05)
**泌乳中期に比較して有意に高値(P(0.05)

2)血中ビタミンB2濃度

ビタミンB2の平均値は92.1土3.9ng/mBで100ng/mB

以上を示したのはNO.5の1頭で、他の4頭は83-93ng/

mBの範囲内にあった。最高値と最低値の差は22.8ng/mB

であった。

3)血中ビタミンB6濃度

ビタミンB6の平均値は37.8土1.7ng/ mBであったが、

NO.3 (43.6ng/ mB)を除いた他の4頭は34-40ng/mB

の範囲内でとれも個体聞のバラツキはみられなかった。

4)風中ビタミンBI2濃度

ビタミンBI2の平均値は220.2土16.3pg/mBであった

が、低値を示したのはNO.3(187pg/ mB)で、高値を示

したNo.4(280pg/ me)と比較して、その差は93pg/mB

と個体聞で血中濃度に差が認められた。

2 乾手L期牛の血中ピタミンB群濃度 (Table1) 

1)血中ビタミンBI濃度

ピタミンBIでは4頭中 2頭が36ng/mB以下で平均値

は39.5士3.3ng/mBであった。 4頭中低値を示したのは、

NO.6の32ng/mB、高値を示したのはNO.8とNO.9の

45ng/ mBで、その差は13ng/mBであった。

2)血中ビタミンB2濃度

ビタミンB2の平均値は75.2士4.6ng/mBであったが、

最低値を示したのは、 NO.6の63.7ng/mB、最高値を示し

たのはNO.8の85.7ng/刷と両者聞に著しい差がみられた。

3)血中ビタミンB6濃度

ビタミンB6ではNO.6(36.8ng/ mB)を除いた他の3

頭では40ng/mB以上を示し、その平均値は42.6士2.2ng/

mBであった。

Nα4 NO.5 平均値土標準誤差
52 53 51.2土1.2*
89.7 106.6 92.1土3.9*
34.5 34.3 37.8'" 1.7 
280 197 220.2'" 16.3 
161 151 161 

3歳6カ月 3歳5カ月 4歳

NO.9 平均値土標準誤差

45 39.5'" 3.3 
78.3 75.2:!: 4.6 

41.4 42.6土2.2

397 406.8 '" 48.1** 
352 358 
7歳7カ月 5歳3カ月

4)血中ビタミンBI2濃度

ピタミシBI2では、 NO.8が273pg/mBと低値を示した

が他の3頭では397-491pg/ mBの範囲内にあった。こ

れらビタミンB12の平均値は406.8士48.1pg/mBであっ

た。

3 泌乳中期牛と乾乳期牛における血中ビタミン濃度の

比較

1)血中ビタミンBI濃度

血中ビタミシBI濃度における泌乳中期牛と乾乳期牛の

比較では、乾乳期牛でやや個体聞のバラツキがみられた

が、前者51.2:t1.2ng/ mBと後者で39.5士3.3ng/mBと

泌乳中期牛で有意に高い値を示した (P<0.05)。

2)血中ビタミンB2濃度
ビタミンB2濃度では、その平均値は泌乳中期牛で92.1

土3.9ng/meと乾乳期牛で75.2土4.6ng/mBであり、こ
れもビタミンBIと同じく泌乳中期牛が有意に高い値を示

した (P<0.05)。

3)血中ビタミンB6濃度

ビタミンB6血中濃度の比較では、それぞれの平均値

は、泌乳中期牛で37.8士1.7ng/mBと乾乳期牛で42.6:t 

2.2ng/ mBを示し、両者聞に有意差は認められなかった。

4)血中ビタミンBI2濃度

ビタミンBI2での泌乳中期牛と乾乳期牛での比較では、

乾乳期牛で個体のバラツキが著明であり、平均値は前者

で220.2士16.3pg/mB、後者で406.8士48.1pg/mBと乾

乳期牛で高値を示し、有意差が認められた(P<0.05)。

3.新生子牛の血中ビタミンB群濃度(Table2) 

1)血中ビタミシBI濃度

新生子牛9頭の血中ビタミンBI濃度は、出生直後より
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Table.2 新生子牛の血中ビタミンB濃度白推移

ビタミンB群生後日数 NO.l No.2 No.3 No.4 NO.5 
1日目 61 63 45 46 30 

B 1(ng/d) 4日目 50 . 53 33 40 26 

10日目 38 39 29 29 26 
20日目 34 34 21 29 29 
1日目 206.6 142.2 158.5 183.2 173.7 

188.8 134.5 145.4 161.0 157.1 B， (ng!副') 4日目
10日目 168.9 129.0 147.4 140.7 144.8 
20日目 1682 106.1 112.8 146.3 121.1 
1日目 4.1 5.1 5.1 4.5 3.3 

B 6(ng/md) 4日目 6.6 5.5 6.8 7.0 5.8 

10日目 7.2 9.6 10.4 11.4 10.9 
20日目 18.7 16.6 14.4 16.8 19.4 
1日目 217 363 272 340 336 

B 12(pgfd) 4日目 201 270 265 259 275 

10日目 186 202 207 204 275 
20日目 191 192 212 192 237 

*: 1日目との聞に有意差 (P(0.05)
神 l日目との聞に有意差 (P(O.Ol)

20日目までの計測では加齢に伴いNO.5、6、8、9を除い

て漸次減少し、 NO.8、白では20日目の値は10日目の値

よりも高値を示した。平均値では1日目で47.0士3.6ng/ 

mPであったが、以降第1日目と比較して4回目は17%減

の38.8土2.8ng/ mP、10日目は32%減の31.8I 2.0 ng/ 

mJ， 20日目は36%減の30.0士1.4ng/ mPであった。各

測定日間の有意差検定では、 1日目に対して10日目と20

日目がそれぞれに有意差(P<O.Ol)が認められたが、他の

聞には有意差は認められなかった。

個体別には生後1日目の濃度が45ng/mP以上の6頭中

2頭(No.6、8)が10日目或いは20日目で上昇を示し、出

生直後の血中濃度が36ng/mP以下の低い値を示した2頭

(No.5、9)で20日目の濃度が上昇した。全測定期間中の

測定値は21ng/mP(No.3)-63ng/ mP (No.2)の範囲内

で、生後20日固までに血中濃度がほぼ半減する傾向を示

したが、 1日目の測定値が45ng/mP以下の個体ではその

減少率が低い傾向にあった。

2)血中ビタミンB2濃度

ビタミン訟では、平均値は漸次減少して1日目で169.9

土6.7ng/ mP、4日目は9%減の155.3土5.5ng/川、 10

日目は14%減の146.1士4.7ng/m札 20日目は23%減の

130.9土6.4ng/mPであった。また 1日目の値に対して、

10日目の値は有意に低く (P<0.05)、20目白の値はさら

に有意に低い値を示した(pく0.01)。

個体別での生後1日目では200ng/泌を超えた個体は

NO.1 (206.6ng/ mP)の1頭で他の8頭は184ng/mP以

下で、最低値は142.2ng/mP (No.2)であった。 4日目

では全ての測定値は前回測定値より低値を示し、最低値

は134.5ng/mP (No.2)で最高値は188.8ng/mP (No.1) 

NO.6 NO.7 NO.8 NO.9 最低値最高値平均値土標準誤差

54 43 45 36 30 63 47.0 I 3.6 

40 36 38 33 26 53 38.8 I 2.8 

41 31 28 25 25 41 31.8土2，0**
35 27 31 30 21 35 30.0::t 1河**

175.0 171.4 175.8 142.8 142.2 206.6 169.9土6.7
145.6 152.0 171.1 142.2 134.5 188.8 155.3土5.5
145.9 160.0 154.4 124.2 124.2 168.9 146.1土4.7*
134.4 125.9 141.8 121.4 106.1 168.2 130.9 I 6.4** 
4.1 2.9 4.0 3.6 2.9 5.1 4.1 ::!:: 0.2 

5.1 4.4 4.5 5.3 4.4 7.0 5.7土0.3
8.4 8.0 8.5 6.7 6.7 11.4 9.0 IO.6** 
14.9 14.9 14.9 18.3 14.4 19.4 16.5土0.6*キ
412 222 398 657 217 657 357.4土44.2
247 268 384 397 201 397 285.0 I 21.3 
235 312 305 314 186 314 248.9土17.5*
204 271 277 298 191 298 230.4土 13.9**

であった， 10日目では前回測定値と等値あるいは高値を

示した個体は3頭で他の6頭は低値を示し、血中濃度の

範囲は124.2ng/mP (No.9)-168.9ng/ mP (No.1)で

あった。 20日目では1頭 (No.4)を除いて他の全てが前

回測定値より低値を示し、それらの血中濃度は106.1ng/

mP (No.2)-168.2ng/ mP (No.1)の範囲内であった。

3)血中ビタミンB，濃度

ビタミンB，は全頭が生後加齢に伴って漸次増加した。

1日目の平均値は4.1士0.2ng/ mO、4日目は約1.4倍の

5.7 I 0.3 ng/ mO、10日目は約2.2倍の9.0士0.6ng/mO、

20日目は約4.0倍の16.5土0.6ng/ mOを示した。測定日

別の統計処理ではピタミンB，と同様に10日目と20日目
がそれぞれ1日目に対して有意差(pく0.01)が認められた

が他の聞には有意差は認められなかった。

生後1日目の個体別では4.0ng/mP未満の個体は3頭

で、他の6頭は4-5ng/mPの範囲内にあった。 4日目で

は6ng/mO以上は3頭にみられ、他の 6頭が4.4ng/mO 

(No.7)-5.8ng/ mO(No.5)の範囲内にあった。 10日目で

は3頭が10-12ng/ mOの範囲内であったが他の6頭は

lOng/mJ未満で最低値は7.2ng/mP (No.l)であった。

20日目では前回測定値より大幅に増加した個体が多く、

18ng/ mO以上は3頭 (No.L5、9)で最高値は19.4昭/

mO (No.5)で他の6頭は14-17ng/mOの範囲内にあっ

た。

4)血中ビタミンB12濃度

ビタミンB12はNo.L3、5、7の一部測定期間を除い

て生後減少を示した。平均値では、 1日目で357.4土44.2

pg/mP、4日目は20%減の285.0士21.3pg/mP、10日目

は30%減の248.9土17.5pg/ mO、20日目は36%減の
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230.4士 13.9pg/ mPと減少率に漸増がみられた。この測

定日間の有意差についてはビタミンB2と同様に1日目の

値に対して 10日目の値は有意に低くω<0.05)、20日目

の値はさらに有意に低い値を示した(P<O.01)。

個体別では生後1日目にNO.9(657pg/ mP)が極めて

高い値を示したが、他の8頭は最低値で217pg/ mP 

(No. 1)~412pg/ mP (No.6)の範囲内であった。 4日目で

は前回測定値の最高値を示したNO.9(397pg/ mP)が高

値を示したが、他の8頭では201pg/mP(No.l) ~384pg/ 

mP(No.8)の範囲内で個体問の差が減少した値を示した。

10日目では300pg/mP以上であったのは3頭 (No.7，8、

9)で、 NO.7では前回の測定値より高値(312pg/mP)を示

した。他の6頭の濃度は300pg/mP以下で186pg/mP 

(No. l)~ 235pg/ mP(No.5)の範囲内を示した。 20日目で

は前回の測定値より増加したのはNO.1(191pg/ mPlと
No.3(212pg/ mP)の2頭で他の7頭ではいずれも前回測

定値よりも減少し、 192pg/mP(No.2 、 4)~298pg/ mP 

(No.9)の範囲内の値を示した。

従って測定期間中、終始一貫して最高値或いは最低値

を示した個体は、ビタミンB2の最高値を示したNO.1と

ビタミンBl2において最高値を示したNO.9および最低値

を示したNO.1であった。

考 察

今回、ビタミンB群の血中濃度を泌乳中期と乾乳期の

乳期別および新生子牛の生後20日までの推移について測

定した。

乳牛では、複胃動物である特殊性と飼養環境に基づく

ビタミンB群の血中濃度の過不足、育成或いは泌乳ス

テージにおけるビタミンB群の必要量と生産量の違いか

らビタミンB群に関する種々の障害が予想される [9

12J。

成乳牛の乳期別におけるビタミンB群の平均値では、

ビタミンBl、B2の泌乳中期が乾乳期に比較して有意に高

値を示し、ビタミンBeでは、乾乳期に高い傾向を示した。

また、ビタミンBl2では乾乳期で有意に高値を示した。個

体別の各ビタミンB群の血中濃度ではTable1に示すよ

うに泌乳期の日数との関連はみられない。従って、これ

らの濃度における個体聞の差は泌乳能力、食欲或いは第

一胃を含めた消化管の機能に依存するととが考えられる。

Coburnらは[13J、ビタミンBeの血中濃度が動物種間で

異なるのは摂取と代謝が異なることによるとしており、

これらの現象は、今回測定した乳期別による飼料摂取状

況の差が血中ビタミンB群の値全般にも影響していると

とも考えられる。

乾乳期午のビタミンBl、B2は泌乳中期牛と比較して有

意に低値を示した。妊娠後期は胎子の精質代謝が増大し、

母牛全体の糖質代謝は増大する [14J。この糖質代謝の増

大によりビタミンBlの消費も増大し [15J、乾乳期牛は

ビタミンBlの消費量が大きく、血中ビタミンBl濃度は泌

乳中期牛と比較して低値を示すととも考えられる。ビタ

ミンB2はアミノ酸、脂肪および糖の代謝に様々な形で複

雑に関与しており、ビタミシBl同様にエネルギー代謝に

おいて消費される [16J。乾乳期は胎子の影響でエネル

ギ一代謝が高くなることが報告 [14Jされ、乾乳期牛は

ビタミシB2の消費量が大きく、血中ビタミンB2濃度が低

値を示すことが考えられる。また、ビタミシB2は成長因

子として重要で、妊娠中に結合タンパク質を介して胎盤

を通過し、母体から胎子へ移行 [16、17Jするとの侍期

のビタミンBl、B2の血中濃度が予防治療を実施する上で

問題点となるととが考えられた。

ビタミンBl2では、泌乳中期牛 (220.2土 16.3pg/mP) 

は、乾乳期午 (406.8土48.1pg/ mP)と比較して有意に

低値を示した。泌乳午のビタミンBl2の乳汁中移行割合は

著し〈高<[9J、このことは乾乳期牛に比較して泌乳期

牛のビタミンBl2の血中濃度が有意に低い理由として考

えられる。従って臨床的には泌乳期におけるビタミンBl2

の低下と乾乳期におけるビタミンBlとB2の低下につい

て注目する必要があるものと考えられるが、との点にい

ては広範な地域と多数個体において検討が必要と考える。

新生子牛におけるビタミンB群の血中濃度では、ビタ

ミンB6以外は出生後加齢に伴い減少し、各ビタミンBの

平均値では1日目に対していずれも20日目に有意差がみ

られた。これらの増減は出生後の血中濃度の推移として

大きな特徴と考えられる。

新生子牛の平均値では、ビタミンBlは泌乳中期と乾乳

期の中間値、ビタミンB2では、成牛(泌乳中期と乾乳期)

の値より高値を示し、ビタミンBeでは成牛より低値を、

またビタミンBl2では泌乳中期よりやや高値を示した。出

生直後の血中ビタミンBlとB2濃度(出生後1日目 :47.0

士3.6ng/ mP、169.9:t1.2ng/ mP)は、乾乳期牛 (39.5

土3.3ng/刷、 75.2土9.2ng/mPlよりも比較的高値を示

し、以後減少経過を示した。ビタミンBlは、 20日目では

成牛の値より低値を示し、ビタミンB2では成牛の値より

高値を示したが、この様にBlとB2の減少の度合いが異

なった理由は不明である。新生子牛では、胎予期に母体

からこの種ビタミンB群の供給を受けたのち、出生後に

血中濃度が減少することは、ルーメンの未発育によるビ

タミンB群の産生不能と [9J、これらビタミンB群の消

費量が供給量を上回わることが考えられる。

出生後1日目の血中ビタミンB6濃度(4.1土0.2ng/mP)

は、乾乳期牛よりも著しく低値を示し、出生後血中ビタ

ミンBe濃度は漸次上昇した。これは母乳からの供給も考

えられるが唯一上昇した項目で、この種ビタミンがアミ

ノ酸代謝 [18J、免疫系口9Jに関連しているととから、

この上昇パターンが新生子牛の健康管理の目安になりう

ることも考えられる。これら新生子牛の血中濃度の初期

値は、基本的に乾乳期の母牛の血中濃度に依存すること
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が考えられる。臨床的には1日目に対して有意差が認め

られた10日日以降の動向に注目すべきと考えるが、母牛

からの移行量と増加パターンについてはさらに精査の必

要がある。

今回の測定値は飼養対象の地域と対象牛群が限定され

ており、この値が他の農場或いは異なった環境下と飼養

管理下での成績との相似については予測できない。しか

し、今回の測定結果から、泌乳期別では濃厚飼料給与の

有無と泌乳の有無で血中濃度差に有意差が見られたこと、

個体別には食欲及び曙好、泌乳能力の違い、また新生子

牛では初乳摂取時の質と量の違い、さらに崎乳給与量の

影響による血中濃度の差異が考えられる。従って、治療

或いは予防の目的でビタミンB群の投与を行う場合、今

回の計測値を参考資料とし、さらに対象動物の血中濃度

を把握して対処することによりその目的が達成されるも

のと考える。
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